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消費者のニーズに応える



22

成功へのシフト成功へのシフト
変化のために必要なマインドセット
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コネクテッドなコマースの世界コネクテッドなコマースの世界
の変化についていくためにの変化についていくために
決済において、現代の消費者の需要、そして消費
者と取引を行うテクノロジー企業の需要を満たすに
は、安定性と対応力の最大化が鍵となります。テクノ
ロジーはこれらを実現する上で重要な役割を果たし
ますが、これらを使いこなすには正しいマインドセッ
トが不可欠です。

変化は時として負担になりますが、ソフトウェアエン
ジニアたちは既存のコア原則を応用し、成功へのプ
ロセスを後押しします。それは規則や制度の総取替え
を必要とするものではなく、単なる「シフト」です。そ
して変化をもたらすのに、いくつもの要素は必要あり
ません。

このシフトが今日の決済における変化をどう駆動し
ているのか以下でご紹介していきます。

「グローバル企業によるグローバルなサ
ービスの展開には、現地の顧客が使い慣
れた決済手段と通貨を利用可能にし、普
段通りの支払いが行えることが重要です。
また、新たな市場でのバックオフィスやカ
スタマーサポートのプロセス管理の複雑
さを最小限に抑えながら、支払いの受付
けが行えることも必要です。」

Spiros Theodossiou,Spiros Theodossiou,
Worldpay プロダクトマネジメントWorldpay プロダクトマネジメント
SVP (2019)SVP (2019)
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消費者のニーズ：消費者のニーズ：
決済のあり方を変える決済のあり方を変える

1.Turn Your Customer Experience Vision into Reality, Gartner, 2017. https://www.gartner.com/smarterwithgartner/turn-your-customer-experience-vision-into-reality/
2.How to Keep your Customers Happy)，Comm-Works，2018。https://www.comm-works.com/resources/pdf/Retail-Serviceand- Support.pdf

個人消費者向けのデリバリー、カーシェア、そして小売業に
おいて消費者はかつてない程の選択肢と力を持っており、
デジタルでのやり取りにおける基準は上がっています

意義ある消費者体験の提供はもはや「あったら良
いね」ではなく、eコマースで生き抜くための必須
要素となっています。

Gartnerは、顧客体験（CX）が「持続可能な競争的
差別化の手段として残っている数少ないものの一
つである」と考えています。1

ある研究によると、CXはブランドの差別化におい
て価格や製品を上回る要素であるとさえ言われ
ています。2

正しく支払いを受けることは優れた顧客体験を
実現する上で核となる要素であり、それには、顧
客の好みを理解した上で各種サービスをシームレ
スかつ直感的に提供する必要があります。リアル
タイム決済や生体認証データ等、決済セクター
における変化は、テクノロジーに詳しく日常取引
の完全なデジタル化を求める消費者によって強く
後押しされています。

選択肢の力選択肢の力 

変化に直接影響を及ぼす需要は、主にこれら三つの
部門によります 

 代替決済手段（APM）の急増に伴い、多くの
オプションを持つことで消費者は、より高い
柔軟性を享受できます。しかし、例えばラテ
ンアメリカのMercado PogoやBoleto、中国の
Alipay、VisaやMastercard等、APMの特徴はそ
れぞれ異なります。これらの違いを把握し、
分かりやすくシームレスな形で消費者に提示
することが、優れたCXの確保に繋がります。 

着実に拡大を続けるmコマースにおいてビジ
ネスチャンスを掴むには、アイデンティティ＆
リスク管理を、購入フローを可能な限りスム
ーズに行うことが重要です。

 
オムニチャネルなショッピングが拡大し続け
る今、シンプルなデータ統合による顧客体験
の調和が必要です。これは、従来バラバラだ
ったチャネルとプラットフォーム上でホスト
されていた方法から離れることを意味します。

1 

2 

3 
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3. Gartner Predicts a Customer Experience Battlefield, Gartner, 2015. https://www.gartner.com/smarterwithgartner/customer-experience-battlefield/
4. Hardware and Software: Engineered to Work Together, Oracle, 2011. http://www.oracle.com/us/products/applications/cust-exp-impact-report-epss-1560493.pdf
5. Customer Experience Drives Revenue Growth, Forrester, 2016. https://go.forrester.com/blogs/16-06-21-customer_experience_drives_revenue_growth_2016/

「ロイヤルティプログラムにアカウント

を紐付けるためにユーザープロフィール

を保存する、オンライン会計をスピーデ

ィーに行うために生体認証を提供する、

そして顧客が選ぶ方法による支払い等、

シンプルな変更を行うことで、マーチャン

トはCXをビジネスの中心に位置づけ、デ

ジタル決済を消費者にとってより簡単、

迅速かつ便利にすることで、より多くの

収益に繋げます。」 

顧客の期待がハイペースで変化する現代においては、
競争優位性を確保するためにこれらの変化に素早く
適応し、取り残されるリスクに迅速に対処することが
重要です。

では、現代の消費者需要を満たすためには、どの様では、現代の消費者需要を満たすためには、どの様
な新たなテクノロジーや作業方法が最適なのでしょな新たなテクノロジーや作業方法が最適なのでしょ
うか。うか。

76% 
企業が消費者をどれだけ大

切にしているかを測る指標と

してCXを見ている消費者 3

89%  
ネガティブな体験があった

場合にその企業との取引を

止める消費者 4

CXの重要性

x5.1  
優れたCXによる収益性向

上の潜在率5
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テクノロジーだけではテクノロジーだけでは
成功に導けません成功に導けません 
成功に必要な組織としてのマインドセット

テクノロジーは安定をもたらすだけでなく、システムやサービスの対応力も向上させます。

ただし、正しいテクノロジーは顧客の要求を満たす上で役立つ一方、その先へ到達するた

めには組織のマインドセットが重要となります。

正しいマインドセットを持つことで、よりシームレスなCXを提供するにはどうすべきかを明

確に把握できます。

6



ポジティブに前進ポジティブに前進 
次は、4つの強力なテクノロジーと、それらを導入する上で必要な
組織としてのマインドセットについて見てみましょう：

1 マイクロサービス 

2 テスト駆動型インフラ (TDI)

3 イベント駆動型アーキテクチャ (EDA)

4 ハイパーメディア API

これらのテクノロジーが決済業界にとって重要な理由、主なメリこれらのテクノロジーが決済業界にとって重要な理由、主なメリ
ット、そしてこれらの導入に伴うチャレンジについて見てみましょう。 ット、そしてこれらの導入に伴うチャレンジについて見てみましょう。 

7

「ミッションクリティカルなシステムを支えるテクノ
ロジープロダクトには、ハイレベルな信頼性とセキュ
リティが不可欠です。それを踏まえ建築・技術的要素
に反映させ、作業方法には質を第一に考え、高水準の
自動化を活用し、フローを最適化する必要がありま
す。決済タイプやチャネルを通じ提供されるサービス
の中で優れた顧客体験を提供するには、変化への対
応力を持って理解、発見、リンクおよび使いやすいテ
クノロジープロダクトが必要です。」
  

Worldpay eコマース、デリバリーWorldpay eコマース、デリバリー
Chris Gaseltine，2019Chris Gaseltine，2019
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マイクロサービスでマイクロサービスで
急速な変化に対応急速な変化に対応

マイクロサービスアーキテクチャとはマイクロサービスアーキテクチャとは
マイクロサービスアーキテクチャは、複数の独立展開可能又は疎結合の
サービスで構成されています。分かりやすい例としてはNetflixのプラット
フォームで、約700個のマイクロサービスで構成されています。これによ
り、システム全体に影響を及ぼすことなく各サービスにおけるアップデー
トや追加を簡単に実行できます。1 つまり、より高い柔軟性と安定性を実
現するシステムアーキテクチャの構築方法となります。 

8
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1. How Netflix Works: The (Hugely Simplified) Complex Stuff that Happens Every Time you Hit Play, Refraction, 2017. https://medium.com/refraction-tech-everything/how-
netflixworks-the-hugely-simplified-complex-stuff-that-happens-every-time-you-hit-play-3a40c9be254b

ハイペースで進化を続ける決済業界ハイペースで進化を続ける決済業界
めまぐるしく変化する決済業界では、並行して新規サービスを開発する柔軟性が必要で
す。また、お互いに依存しない独立的かつ分離した（又は疎結合の）サービス、そして変化
へのレジリエンスが不可欠です。これらのバックエンド能力が、さらに優れた顧客体験へ
と繋がります。まさにマイクロサービスは、それを可能とするものです。

マイクロサービスの長所マイクロサービスの長所
マイクロサービスは、上記のニーズを満たすことが出来るため人気となっています。大規
模でモノリシックなアプリケーションは扱いにくく、開発が遅れる原因となり、消費者需
要への対応が難しいという欠点があります。

マイクロサービスの場合、開発者は一つのアプリケーションをより小さな疎結合サービス
に分解してビジネスの展開に利用し、ハイペースな変化を可能とするアーキテクチャを構
築することができます。またこのアーキテクチャは、障害の予測、被害範囲の抑制、そして
回路遮断器の構築によってレジリエンスを強化し、例えば各キャンペーンに応じた素早い
スケーリング等を可能とします。これにより、マイクロサービスはまさに決済にうってつけ
と言えるでしょう。

APMを可能とするマイクロサービス APMを可能とするマイクロサービス 
前述の、ワールドワイドなAPM導入について掘り下げてみましょう。かつて、オンライン決
済といえばクレジットやデビットカードが主流でしたが、現在はAPMがメジャーになりつ
つあります。現在は何百種類もの決済手段が存在し、顧客層、国、そして製品やサービス
の種類によって消費者の好みも様々です。では、常にアップデートされるAPMによる複
雑さにどう対処していけば良いのでしょうか。その答えこそがマイクロサービスです。

新たな決済手段を構成ドメイン別に分類することで、マイクロサービスを構成するシステ
ムが、必要に応じて作用できるようになります。つまり支払請求、接続性、イベント、支払
い、価格設定、請求、リスク、及びその他のエリア等です。
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メリットメリット
変わり続ける消費者需要にマイクロサービスで素早く対応変わり続ける消費者需要にマイクロサービスで素早く対応

コア原則から学ぶ：疎結合コア原則から学ぶ：疎結合  
マイクロサービスモデルの最大の利点は、システム全体に影響を与えることなく
特定のサービスの変更・アップデートが能なことです。そこで機能するコア原則
の一つが疎結合です。    

変化へのレジリエンス変化へのレジリエンス
モノリスの様な密結合構造の場合、小さな変更がシステム全体をリスクに晒す可
能性があります。一方、マイクロサービスは特定のサービスを独立させることで長
期的安定性を向上させます。例えば、新しいAPMに対する消費者需要があった場
合でも、そのシステム内にある他のAPMやサービスの利用を妨げることなく新し
いAPMの導入が可能です。
  
よりスピーディーな市場導入よりスピーディーな市場導入
 マイクロサービスの構成要素は強い相互依存が無いため、開発者は複数のチー
ムに別れて個々のアプリケーションに取り組むことができます。つまり、各チーム
は別チームの作業に変更を加えることなく、各自のコンテナ内で各自のコードの
サブセットを使って作業できます。個別に並行して作業することでプロジェクト
の進行を加速させ、決済サービスの素早い市場投入を可能とします。また、テス
トやアップデートもタイムリーかつスピーディーに実行でき、顧客満
足度の向上に繋げることができます。  

即効性即効性
 マイクロサービスモデルを導入した企業では、レジリエンスやスピーディーな
市場導入といった効果が短期間で現れます。事実、2017年のアンケートでは、
回答者の33%が「2～6か月以内にマイクロサービスの効果が出た」と答えてお
り、34%が「6～12か月以内に効果が出た」と答えています。7 

7. The State of Microservices Survey, Red Hat, 2017. https://developers.redhat.com/blog/2017/12/05/state-microservices-survey-2017-eight-trends-need-know/
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 モノリスで採用していた管理方法は避モノリスで採用していた管理方法は避
 けましょう けましょう
    マイクロサービスアーキテクチャは業務
 遂行と柔軟性向上において非常に有効
 な反面、運用やセキュリティといった日
 常タスクの範囲や複雑さを増やしてしま
 うことがあります。
 
 従来のモノリシックな方法は適切・実用
 的ではなくなるため、新たな管理方法が
 必要となります。新しい管理方法では、
 最終製品の「事後品質管理」ではなく、
 要件、デザイン原則、及びパイプライン
 の質をより重視する必要があります。マ
 イクロサービスアーキテクチャの導入に
 おいては、プロダクトエンジニアチーム
 が当事者としての強い責任意識を持つこ
 とが重要です。成功するためには、混乱・
 ストレス要因の最小化とペースアップを
 図りながら、この様な意識の確立が不
 可欠です。

ポイント：自律性と連携のバランスポイント：自律性と連携のバランス
効率的なプロダクトエンジニアリング組織の構築は、自律性と連携のバランスを慎重に
取り、継続的な連携と組織トップによるモニタリングによって実現可能です。

バランスを取るための第一歩は、働き方の指針となる絶対的原則についての共通理解を
育むことです。その上で、例えばプロダクトビジョン、デザイン基準、改善方法といったト
ピックに関してチームの枠を超えて話し合います。そうすることで具体的な決断、ソリュ
ーション、及び構成要素を共有することができます。そのためには時間と投資が必要です
が、その見返りにはそれだけの価値があります。

最後に、スマートな組織というのは、小規模なチームに可能な限り決裁権限を委ねるよう
にします。そして本当に成功する組織というのは、全チームがまとまりを持って作業でき
るようにし、個々の成果よりも全体としての成果が大きくなるようにします。

注意すべき課題注意すべき課題 

新しいチーム構造新しいチーム構造

 自律したチーム同士の連携自律したチーム同士の連携 

 一般的に、小規模で独立したチームの方が

 大規模なチームよりも高い機動力を持って

 いますが、それでも問題は起こります。チー

 ムが異なれば作業規範も異なります。その

 結果、異なる優先順位がぶつかり合い、ア

 プリケーションに対して共通の理解が持て

 ないという事態が生じることがあります。ま

 た、独立したチーム同士で作業が重複して非

 効率になる可能性も増します。基準、プロダ

 クトデザイン、範囲等が異なることもありま

 す。マイクロサービスアーキテクチャを扱う

 場合、既存チーム間の分裂が深まる可能性

 があることに注意しなければなりません。 

1 2
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テスト駆動型インフラでテスト駆動型インフラで
アップタイムを最大化アップタイムを最大化  

テスト駆動型インフラ（テスト駆動型インフラ（TDITDI）とは）とは
TDIは、開発者がコードを書く前にテストを作成するインフラ構築手法です。テスト
を作成した上で稼働させ、テストに合格できるコードが無ければテスト失敗となり
ます。そうすることで、開発者はテストに合格できる最もシンプルかつ正確なコード
を書くようになります。この堅固なインフラにより、シンプルさを損なうことなく不
具合を減らし、サービスの安定性を向上させることができます。

12
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可用性の重大さ可用性の重大さ 
決済業界では強固なシステムの運用が不可欠です。eコマースにおいてダ
ウンタイムによる損失は金銭だけにとどまりません。 例えば停電等が起
きた場合、機会、生産性、ブランドイメージ、その他多くの面に影響を及ぼ
します。

リピート客になるか否かにおいてイメージは重要な要素です。従って、ダウ
ンタイムは顧客を遠ざけているのと同じことであり、競合他社のサイトへ
顧客が流れてしまう要因にもなり得ます。そのため、安定性があり、予期
しやすく、かつサポートの充実したインフラの確立が不可欠なのです。

決済におけるTDIの有用性決済におけるTDIの有用性
eコマース業界が常に変化し続け、日々新たなプレイヤーが市場参入する
状況において、評判はかつてないほど重要になっています。そこで、顧客
にシームレスな体験を提供できる安定したeコマースサイトの維持が鍵と
なります。テスト駆動型アプローチと知識豊富で有能なチームとを掛け
合わせることで、強固かつメンテナンスの行き届いたオンラインサービス
を提供し、重要なタイミングでブランド資産を守ることができます。 

マイクロサービスはより高い柔軟性とレジリエンスをマイクロサービスはより高い柔軟性とレジリエンスを
備えたシステムの実現に役立つ反面、チェックを怠る備えたシステムの実現に役立つ反面、チェックを怠る
と複雑さを増す可能性がある性質も持っています。と複雑さを増す可能性がある性質も持っています。 

この様なリスクは、アプリケーションやその他のコードで自動化されたIT
インフラを活用することで対処できます。コードとしてのインフラは一貫性
と再現性を強化しますが、そのためには質の高いコーディングとテストが
不可欠です。
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メリットメリット 
信頼の品質信頼の品質

 コア原則から学ぶ：テスト駆動型開発(TDD)コア原則から学ぶ：テスト駆動型開発(TDD)
 TDIは馴染みが薄いかもしれませんが、コードより先にテストを書く 

  TDDの、既存のコア原則も包含しています。大きな違いは、プロセス 
  が実行されるツールや環境にあり、通常テストやスクリプト面に影響 
  します。それ以外には、ドキュメント、バージョンおよび一連のディテ 
  ールはほぼ同一です。

  
 コードにさらなる自信をコードにさらなる自信を
  不変のインフラ構築に役立つテスト駆動型アプローチは、新たな標準
 として急速に拡大しています。普遍性は攻撃に対するITインフラの脆
 弱性を低減し、予期せぬ事象が発生した際のアップタイムを改善しま
 す。これは、複数のユニークな設定やバージョンからインスタンスを復
 元するのではなく、インスタンスが再展開されるからです。

 TDIは高度なプログラミング言語でのシステム構築を促し、コードを 
  パーマネント化するため、開発者はシステムの規則性と再現性により 
  大きな自信を持つことができます。インプットが同じであれば、同じコ 
  ードを使って同じアウトプットを出せます。つまり、正確な環境の再現 
  を確実に行うことができるようになるのです。  

 

 スピーディーなリカバリースピーディーなリカバリー
 不運にもシステム全体が消失したり、インフラ全体がマイクロサービ
 ス等のモジュラーコンポーネントに分解されてコードとして表示され
 たりしても、リカバリーはバックアップからの復元並びにインフラ及び
 アプリケーションコードの再展開のみで簡単に実行できます。インフ
 ラがカスタムビルドで部分的に自動化されていた時代であればビジネ
 スの終了に直結していたかもしれない事象も、今ではTDIで事前テス
 ト済みの手順によって対処可能なものとなっています。
  
 不具合に関するフィードバックのスピードアップ不具合に関するフィードバックのスピードアップ
 インフラの構築方法にソフトウェア開発の原則を適用したTDIは、不
 具合の減少とサービスの安定性の向上を可能にするだけでなく、不具
 合に関するフィードバックをより迅速に受けることができます。テスト
 可能な小さなコードブロックを用いた小さな反復プロセスは、より高
 いメンテナンス性、より高品質なコード、そして生産性への影響の最
 小化を可能にします。
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インフラ技術者とソフトウェアエンジニアリンインフラ技術者とソフトウェアエンジニアリン
グ領域との融合の必要性グ領域との融合の必要性

インフラは昔からコードとして扱われてきたわ
けではなく、ハードウェアからソフトウェアに遷
移したのです。以前はシステムアドミニストレー
タが物理的なサーバーをセットアップし、必要な
サービスパックと併せてオペレーティングシステ
ムをインストールしていました。このやり方は、
インフラがコードとしてソフトウェアの様に構築
される現在とは大幅に異なるスキルセットが必

要でした。TDIのポテンシャルを完全に引き出す
には、システムアドミニストレータの適応を正し
く行った上で開発原則を導入しなければなりま
せん。

また、開発者のより積極的な参画も必要です。こ
の様なスキルセットの融合は、クラウドインフラ
エンジニアリングやソフトウェアエンジニアリ
ング等の複数の能力を持ち合わせたマルチなエ
ンジニアを誕生させる可能性もあります。

注意すべき課題注意すべき課題

ポイント：品質第一 ポイント：品質第一 
インフラは安定性と確実性を実現する上で不可欠です。TDI
を活用したよりシンプルかつ強固なコードの作成に関わる
領域とマインドセットは、ブランドが提供する各種サービ
スの全体的強化を後押しします。高耐久かつ高品質のイン
フラを持つことで、優れた顧客体験を一貫して提供するこ
とができます。
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イベント駆動型アーキテクチャ（EDA）とはイベント駆動型アーキテクチャ（EDA）とは
イベント駆動型アーキテクチャは「プロデューサー／コンシューマー」モ

デルを中心に展開され、イベントプロデューサーがメッセージを送信し、

一人以上のイベントコンシューマーが受信します。

「イベント」は、システムへの “意味のある変化” を表します。発注を例

に挙げてみましょう。発注においては、受注処理センターが注文の処理

前に通知の受信を見込むため、“意味のある変化” に当たります。

イベント駆動型モデルは「要求-応答」のコミュニケーションモデルとは

異なり、ほぼリアルタイムで情報の送受信を行い、従来のバッチ処理に

比べて大幅に速い応答時間を可能にします。

イベント駆動型アーイベント駆動型アー
キテクチャによるリキテクチャによるリ
アルタイム提供アルタイム提供

16



17

8. Event-driven architecture (EDA), TechTarget, 2011. https://searchmicroservices.techtarget.com/definition/event-driven-architecture-EDA

9. Connecting to the UK Faster Payments Scheme with ACI Worldwide, ACI Universal Payments, 2017. https://www.aciworldwide.com/-/media/files/collateral/trends/   

 acifasterpaymentsintheuk-flyer-uk.pdf

10. As P2P Payments Spreads its Wings Challenges Loom, PYMNTS, 2019. https://www.pymnts.com/digital-payments/2019/zelle-venmo-p2ppayment-services-data-privacy/

現代テクノロジー界の標準として急加速する現代テクノロジー界の標準として急加速する
リアルタイム化 リアルタイム化 
迅速な対応を維持して可能な限り素早く結果を出すことの重要さは、事業運営に
おいてますます増しており、リアルタイムのデータ処理は非常に重要な要素となっ
ています。よりスピーディーな体験と即座のデータトランザクションを消費者が求
める中、これらのトランザクションを加速させるインフラへの投資は企業にとって
必要不可欠なものとなっています。

ZelleやVenmo等のピアツーピア（P2P）決済を求める消費者が増えるにつれ、ス
ピーディーかつ効率的なデジタルトランザクションが当たり前になります。そして
これらの高速P2P決済サービスは、PYMNTSの新しい「支払いトラッカー」にて報
告されている通り、支払いスピードにも波及効果を及ぼしています。10 

企業は決済処理と収益獲得をリアルタイムで行うことができ、消費者は小切手が
郵送されて来るのを待つことなく、保険金請求や単発ワークからの支払いを即座
に受け取ることができます。

低遅延のクリアリングと決済低遅延のクリアリングと決済

最近まで、多くの決済クリアリングは処理費用削減のために夜間にバッチ処理さ
れていました。しかしEDAのおかげで、消費者には低遅延のクリアリングと決済が
提供可能になりました。EDAにより、クリアリングシステムはよりインテリジェン
トに、そして十分に標準化が図られ、決済を個別に処理できるほどパワフルに進化
しました。

eコマースにおけるEDAeコマースにおけるEDA
eコマースにおけるEDAの例としては次の様な
ものがあります：「PlaceOrder」（注文する）コ
マンドを実行する「注文」ボタンを消費者が
クリックすると（イベントプロデューサー）、そ
の後発生するイベントは「OrderPlaced」（注
文完了）となります。これを受け、この変化を
承認する必要のあるイベントコンシュー
マーが、請求、在庫調整、出荷準備、電子レシ
ート送信等のアクションを実行します。8

より速くより速く
トランザクション速度は消費者にとって非常に重
要です。事実、2,000人を対象にイギリスで行われ
たアンケートでは、約半数（45%）が「より速く便利
な電子決済サービスがあれば、銀行口座を移すき
っかけになる」と答えています。9
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メリットメリット 
あらゆる面でアジャイルにあらゆる面でアジャイルに

 サービスの分離サービスの分離
  トランザクションは一連のステップで構成されているため、EDAは複

数のサービスにまたがるビジネストランザクションの実施に役立ちま
す。各ステップではマイクロサービスによって事業体がアップデートさ
れ、次のステップを始動させるイベントが発行されます。EDAの非同期
実行は複数のタスクを並行して実行することで応答を待つ必要を無く
し、二つ以上のサービスの実行を分離します。11 

 
 ビジネスアジリティの改善ビジネスアジリティの改善
  EDAは、組織の戦略・業務・機能のアジリティを向上させるポテンシャ

ルを持っています。企業にとってのベストな“神経系”として、EDAはア
ジリティの核を成す認知、反応、実行、及び評価のニーズへの対応に最
適です。これらのメリットは以下の三つのグループに分類されます：

  戦略的アジリティ戦略的アジリティ 
  EDAは、ビジネスにおける戦略的な意志決定をサポートする高
  品質のデータを提供することができます。データが正確かつ
  タイムリーであるほど、より良い意志決定が行えます。またEDA
  を活用することで、戦略家はより長期的な視点から目立たな
  いトレンドを把握したり、様々なソースから得たデータを繋げ
  たりすることができます。 
  
  業務アジリティ業務アジリティ 
    EDAの柔軟性は、戦略的な素早い行動に必要な業務上の変更
  を迅速に行う上で役立ちます。しっかりと設計されたEDAは、
  合併やリエンジニアリング・プロジェクトにおけるビジネスの
  遷移を加速させたい場合に特に有効です。  
  
  機能的アジリティ機能的アジリティ  
  ほぼリアルタイムで生じる変化へのEDAの対応力は、高レベル
  の機能的アジリティを可能にし、リアルタイム分析を最大限活
  用できるようにします。リアルタイム分析は、管理用ダッシュ
  ボードとレポートを介して意志決定者に素早く情報を提供し
  ます。また、イベントモニタリングはイベントパターン認識によ
  る学習に役立ち、人が気づくよりも先にビジネスに関するアラ
  ートが発行されるようにすることも可能です。12

11. Event-Driven Data Management for Microservices, NGINX, 2015. https://www.nginx.com/blog/event-driven-data-management-microservices/ 
12. Event-Driven Architecture: How SOA Enables the Real-Time Enterprise, Hugh Taylor, Angela Yochem, Les Philips and Frank Martinez, 2009.
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注意すべき課題注意すべき課題

コンセプト上の複雑性コンセプト上の複雑性 

13. Busting Event-Driven Myths, InfoWorld: From IDG, 2018. https://www.infoworld.com/article/3269207/busting-event-driven-myths.html

イベント駆動型アーキテクチャの場合、ある
サービスが作業を続ける上で別のサービス
からの応答を待つ必要はありません。つま
り、EDAはバッチ処理モデルと違ってサービ
ス同士が依存していないため、散発的なトラ
フィックの大量発生が頻繁に生じるシステム
により適しています。

非同期コミュニケーションの場合、同じアー
キテクチャ内の別サービスからの応答を待
つ必要が無いため、二つ以上のサービスの実
行を分離することができます。これこそ、非
同期コミュニケーションが散発的なトラフィ
ックの大量発生に対する優れた対応力を誇
る理由なのです。

イベント駆動型アーキテクチャは非同期APIを
生み出し、それによって顧客は長期的ビジネス
プロセスに対するより鋭い洞察力を持つことが
可能です。しかし、非同期性には課題も存在しま
す。EDAは、アプリケーションデザインとITアー
キテクチャという点においてこれまでに無いマ
インドセットを必要とします。非同期サービスに
慣れていないソフトウェア開発者はEDAを敬遠
することがあります。非同期プログラミングは、
複数のタスクを同時に処理した際のコマンドの
結びつけられ方が原因で複雑なものとなってい
ます。総合的に、同期実行の場合は書くのも理
解するのもシンプルですが、非同期実行は適用
先のシステムを完全に分離します。そうすること
で、需要に応じたより適切な水平スケーリング
を行うことができます。13

ポイント：EDAで判断をスピーポイント：EDAで判断をスピー
ディーにディーに
非同期実行を扱う上で最初に経験する複雑さに慣れて
しまえば、トランザクションを加速させたり消費者や企
業が渇望するリアルタイムデータを提供したりする上
で、EDAは欠かせないツールとなります。



20

14. 事件驱动架构(EDA)，TechTarget，2011 年。https://searchmicroservices.techtarget.com/definition/event-driven-architecture-EDA

ハイパーメディアAPIでハイパーメディアAPIで
ハイレベルな統合をハイレベルな統合を
ハイパーメディアAPIとはハイパーメディアAPIとは 
ハイパーメディアAPIとは、クライアント統合の簡素化と変化へのレジリエンス
向上を可能とする、洗練されたスタイルのRESTAPI（Representational State 
Transfer Application Programming Interfaceの略）を指します。本書でハイ
パーメディアAPIについて言及する場合、それはリチャードソン成熟度モデルに定
義されるレベル3のREST APIについて言及しています。14 ハイパーメディアAPIは
応答コンテンツ内のハイパーリンクを利用しており、クライアントは動的に適切
なリソースに辿り着くことができます。コンセプト上、これはウェブユーザーがウ
ェブページで適切なハイパーリンクをクリックして最終目標に辿り着くことと同
じです。そのロジックや、コンテンツ及びアクションのシーケンスをユーザーが前
もって理解しておく必要はありません。。

20
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15. Decoupling the Client and Server with hypermedia, Light Inc, 2018. https://8thlight.com/blog/jason-desrosiers/2018/04/11/decoupling-the-client-and-server-with-  
 hypermedia.html

決済分野で増え続ける変動要素決済分野で増え続ける変動要素 
先に述べた通り、決済分野におけるアプリケーションとシステ
ムは、APM、mコマース、そしてオムニチャネル等、目まぐるし
く変化する消費者の好みによって複雑さを増しています。その
結果、顧客は一つのアプリケーション内で様々なサービスにア
クセスしなければなりません。そのため、顧客がこれらのサー
ビスにアクセスする際の容易さというのは、取引先を選ぶ上で
ますます重要になっています。ハイパーメディアは企業間の統
合をシンプルにし、他のREST APIが提供するものよりも遙か
に高い安定性を有するサービスを提供します。

APIAPIのレベルのレベル

レベル 0:レベル 0:一つのURIと一つのHTTPメソッドで全てのリクエストを送る（一

般的にPOST）。

レベル 1:レベル 1:多数のURIを採用しているが、HTTPメソッドは一つのまま（一般

的にPOST）。

レベル 2:レベル 2:リソースを表すURIがあり、これらのリソースに対してCRUDを行

うHTTPメソッドを使用している。

レベル 3:レベル 3: APIを動作させるためのハイパーメディアコントロールを含む自

己記述的メッセージを使用している。15

決済という観点において、これはAPMを提供するマーチャントにとっ
て喜ばしいことです。新しい決済手段はそれぞれがとてもユニークな
イベント、インタラクション、及びフローを有し、結果としてデータの
ニーズも異なるため、「次に何が来るか」をマーチャント側の開発者が
把握できるようにするAPIは、それができないAPIより遙かに有用で
す。mコマースでは、マーチャントはハイパーメディアAPIによってアイ
デンティティ＆リスクチェックを簡単に行うことができます。そしてさ
らなる応用によって次の相互作用では複数のチャネルをまたぐように
し、より優れたオムニチャネル体験を生み出すことができるのです。

決済におけるハイパーメディア革命はまだ初期段階にあり、統合をよ
り容易かつレジリエントにするこのアプローチを採用しているのは
PayPal、Visa、及びAccess WorldpayのAPIのみです。
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メリットメリット 
点と点を繋げる 点と点を繋げる 

     複雑さを切り抜けるためのシンプルなツール複雑さを切り抜けるためのシンプルなツール

 「ハイパーメディア」とは、イメージ、ムービー、テキスト等の他形態の媒体へのリ
ンクを含んだコンテンツを指します。基本的にリンクをクリックすることでソース
に辿り着けます。この様なリンクのヒエラルキーにより、システムは統合点で見つ
けることができます。開発者や顧客は予習や質問で時間を無駄にすることなく、即
座に素早く作業に取り掛かることができるのです。

 開発者がハイパーメディアAPIを介して決済リソースとやり取りする場合、エンドポ
イントやURL、起こり得る状態、あるいは次のステップを記録する必要はありませ
ん。APIの全ての応答には、次に起こり得る状態やステップへのポインタを提供し
てくれるハイパーメディアリンクが含まれています。

 例えば支払いが処理された際、次に起こり得るステップは「支払いの詳細を取得
する」又は「消費者の要求があった場合に返金する」のどちらかです。決済リソー
ス内で戻されたハイパーメディアリンクを使うことで、返金用APIエンドポイント
や詳細用（セルフ）APIエンドポイントをハードコード化する必要が無くなります。

 

 シンプルさと安定性の両立シンプルさと安定性の両立

 変わり続ける消費者需要に応えるために頻繁にシステムのアップデートを行って
いる場合、安定性は非常に重要です。異なるクライアントの数や、クライアントが
APIに経時的にアクセスする能力の違いを考慮すると、APIには高いレジリエンス
が求められます。ハイパーメディアは、シンプルさだけでなく適切なレベルの安定
性ももたらしてくれます。

 とは言え、大半の開発者が使い慣れているのはレベル2のREST APIです。レベル
2はURIとHTTPを使用します。この場合、サービス設計者側は、ユーザーがAPIを
使いこなすためにはユーザー自身がその文書を読むものだと期待します。一方、ハ
イパーメディアAPIは、リチャードソン成熟度モデルにおいて最も成熟度の高い「レ
ベル3 REST API」と定義されており、URI、HTTP、及びHATEOASの三つ全てを
使用します。そしてレベル3のAPIのメリットは、サーバーからクライアントを分離
できるということです。異なるリソース同士がどの様にフィットするのか、そしてシ
ステムの状態がどの様変化するのかを把握する責任は、クライアントからサーバ
ーに移ります。これにより、サーバーに変更を加える際にクライアントに変更を加
える必要が無くなるため、より柔軟にサーバーに変更を加えることができるように
なります。16

 これを示す分かりやすい例としては、PSD2によってもたらされた強力な顧客認証
があります。そのフローシーケンスは、例外や除外に関するイシュアによる選択や
ルールによって（つまり、イシュアの判断や新たなスキームのアップデートに応じ
て）異なります。ハイパーメディアAPIは、マーチャントが決済プロバイダー側の最
新ロジックの理解と維持を行う必要を無くし、最適な次の一手を通じてマーチャ
ントを導きます。

16. Decoupling the Client and Server with Hypermedia, Light Inc, 2018. https://8thlight.com/blog/jason-desrosiers/2018/04/11/decoupling-the-client-and-server-with-  
hypermedia.html
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注意すべき課題注意すべき課題
APIに適用されるプロダクトデザインとユーザー体験思考の欠如APIに適用されるプロダクトデザインとユーザー体験思考の欠如

ポイント：UXを考慮したハイパーメディアAPI設計ポイント：UXを考慮したハイパーメディアAPI設計
私たちはUXを消費者体験という観点からしか見ていないことがよくあります。しか
し、複雑な決済サービスとの統合は、ハイパーメディアAPIを用いることで、マーチャ
ントの開発者にとってシンプルで安定的かつ直感的なプロセスになります。開発者
のためにUXを強化することは、新規APM等の最新の決済サービスにより速くアク
セスできる等、そのメリットは顧客にも波及します。全体的に見た場合、初期段階
から開発者のことを念頭に置いてAPIを設計すれば、全ての人にとってよりパワフル
で効率的かつ便利なサービスの創造に繋がる機能網を作ることも可能なのです。

17. How APIs Become API Products, Apigee, 2017. https://medium.com/apis-and-digital-transformation/how-apis-become-api-products-580b5c01b96f

「仲介役」を超えた役割「仲介役」を超えた役割
Google社のエディターであるマイケル・エンド
ラーは次の様に述べています。「最も純粋な意
味で言えば、APIはミドルウェアに該当します。
しかし、APIを単なる統合技術として捉えるこ
とは、APIがもたらす価値の多くを切り捨てて
しまうようなものです。APIは現代ビジネスに
おいて価値のやり取りが行われる仕組みなの
です。これは経営管理層全体が理解すべきこと
であり、IT業界のみにとどまるものではありま
せん」。17

APIのユーザー体験はAPIエコノミーにおける勢
いを増してきていますが、APIはその機能だけで
競争できるものではありません。どれだけ容易か
つタフに使えるかという点でも定義される必要が

あります。現在主流となっているAPIのドキュメンテ
ーション及び設計のアプローチは、お互いに切り離
されたリソースのセットをリストアップすることにフ
ォーカスしており、API＆リソース設計のプロセスに
おいてリソース同士の繋がりが鍵となることに目を
向けていません。

APIファーストの戦略は「製品」としてのAPIの開発
を促します。これはより直感的な開発アプローチで、
「ユーザージャーニー」の明確な理解及びサポートと
併せ、相互接続された一連のAPIリソースの設計か
ら始まります。APIマップは、エンドユーザーを意識
した設計プロセスによるAPIの設計及び実装を助け
る、シンプルなステップのシーケンスを示す青写真と
して機能します。
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テクノロジーの輪を広テクノロジーの輪を広
げる げる 
マイクロサービス、テスト駆動型インフラ、
イベント駆動型アーキテクチャ、そしてハ
イパーメディアAPIという四つの強力なテク
ノロジーをご紹介しましたが、現代の消費
者需要を満たし、今日のテクノロジーにお
けるトップ企業と肩を並べる上でこれらの
テクノロジーがどの様に役立つのかお分か
りいただけたでしょうか。

それぞれ対処すべき課題はあるものの、正
しいマインドセットを持つことで組織の障
壁を乗り越えることができ、消費者にもた
らされるメリットは、解決すべき障害より
も間違いなく大きくなります。
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導入を加速させるには導入を加速させるには
模索に向けたアプローチ模索に向けたアプローチ

新たな挑戦は時として負担になります新たな挑戦は時として負担になります
しかし、これらテクノロジーの活用は、全く何もないころから始めるよりも従来
の開発のコア原則を適用することでうまく行きます。

変化を受入れる準備はできていますか？変化を受入れる準備はできていますか？
より優れた顧客体験をもたらす上で、同僚やチーム全体、そして組織全体のマイ
ンドセットを変えるためにできることは何でしょうか。そして、これらの新たな
テクノロジーをご自分のビジネスで導入・維持するための最適な環境はどの様
にして構築すれば良いのでしょうか。

さあ、始めましょうさあ、始めましょう
デジタル変革の成功は、経験豊富なプログラムリーダーを筆頭とした高い技術
を有するチームを持つことが、第一の鍵となります。

25

チームを結成したら、次は以下の三つのステップに従います：チームを結成したら、次は以下の三つのステップに従います：

プロダクトエンジニアリングチームによるDevOpsのアプ
ローチの採用

チームと個人に対する新たなスキルと権限の付与

全部署における「CXファースト」思考の浸透

25
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プロダクトエンジニアリングチームによるプロダクトエンジニアリングチームによる
DevOpsのアプローチの採用  DevOpsのアプローチの採用  
以前、開発とインフラは全く異なる存在として扱われていました。しかし近年、
「DevOps」と呼ばれる手法において、コード展開プロセスを改善するには開発と
インフラ業務を統合する必要があると言われるようになりました。ますます広が
っているこのアプローチには多くの側面があります。DevOpsの要素としては、ソフ
トウェアとインフラエンジニアとの間の密な連携、展開プロセスの自動化、並びに
開発及び品質保証環境の制御等が含まれます。

新たなテクノロジーの出現に伴ってインフラ需要も増加する中、開発担当チームは
素早いリリースが可能なモデル（「アジャイル」等）を好むようになりました。そして
チームがより分散型になるにつれ、この手法はさらにその重要さを増しています。18 

DevOpsによる変貌DevOpsによる変貌

ではDevOpsを導入するとはどういうことなのか、またDevOpsソリューションとは
とういうものなのでしょうか。

DevOpsのソートリーダーであるサンジーブ・シャルマ氏によると、DevOpsは製品
やプロセスを導入することではなく、人、プロセス、及びツールに影響を与える原則
や実践方法を含む哲学を取り入れることだといいます。DevOpsを取り入れるとい
うことは大きな変化を経るということです。そしてそれは自己完結的なものではな
く、長期的プロセスに取り組む上でのマインドセットを持つこと、そして信頼・コミ
ュニケーション・連携を大切にする文化を持つことを必要とします。19 

リーンにリーンに 
DevOpsでは、「リーン」の原則に基づく一連の能力及び実践方法を取り入れること
によって継続的な改善を行います。長期的変化を成功させるには、変化へ向けた
ロードマップを含め、まずは明確に定義された戦略を構築することが不可欠です。
もちろんこの戦略は、新たに現れる変動要素に合わせて変化させる“生きた文書”
でなければならず、また、DevOpsを取り入れる上での中心的要素として管理しなけ
ればなりません。 

18. DevOps: Breaking Down Barriers Between Development and Operations, O’Reilly, 2019. https://www.oreilly.com/library/view/high-performance-drupal/9781449358013/ch09.html 
19. Adopting DevOps, The DevOps Playbook, 2013. https://sdarchitect.blog/2013/02/07/adopting-devops-part-i-begin-with-the-why/
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20. What is Lean?, Lean Enterprise Institute, 2019. https://www.lean.org/WhatsLean/  
21. DevOps: Breaking Down Barriers Between Development and Operations, O’Reilly, 2019. https://www.oreilly.com/library/view/high-performance-drupal/9781449358013/

ch09.html

“「リーン」の核となるアイディアは、無駄を最大限に
排除しながら顧客価値を最大化することです。つま
り「リーン」とは、より少ないリソースでより多くの価
値を顧客に提供することを意味します。”

Lean Enterprise InstituteLean Enterprise Institute20

DevOpsの主要原則DevOpsの主要原則
職場によってはDevOpsのアプローチを完全に組み込む必要性を感じない場
合もあるかもしれませんが、DevOpsの主要原則はどのようなビジネスにも役
立つ可能性があります。これらの主要原則には以下のもの等があります：

• コードやインフラへの変更を追跡する能力や、何かが機能しない場合にロ
ールバックを行う能力を有すること等、展開のシンプル化を助け、本番環境
への展開時のリグレッション発生率を低下させるためのアイディア 使用修

• コードの開発・テスト・ステージングやインフラへの変更を行うために、別々
の（しかしほぼ同一の）環境を使用する

• リビジョン管理システム及び継続的インテグレーションシステムをコード展
開に使用する 21 

Access WorldpayAccess Worldpayについてについて 

2019年、当社が提供する世界トップレベルの決済機能にアクセスできる一連の
ハイパーメディアAPI「Access Worldpay」を新たにリリースしました。

Access Worldpayは「リーンなDevOps」をテーマに、マイクロサービスをベー
スとするプロダクトの仕様から設計、ビルド、展開、そして運用まで、各分野の
チームがそれぞれの領域を越え、全体的な責任を負って構築されました。

これらのチームは、各種サービス機能の品質に対し、決済機能やAPI設計と同じ
レベルで熟考を重ねました。そしてアクセプタンス基準に取り組み、その基準を
満たすためにテスト駆動型アプローチを採用。この思考を“シフトレフト”するこ
とにより、「完了」と「本番環境」との間にある壁を取り除きました。

Access Worldpayの構想が最高の品質を持って最短のリードタイムで本番環
境に到達するよう、自動化されたテスト、トランクベースの開発、及び継続的イ
ンテグレーションによる素早いフィードバックに加え、コンテナ化と耐久性とい
った技術を駆使しました。



チームと個人に対する新たなスキルと権限のチームと個人に対する新たなスキルと権限の
付与 付与 
古い指揮統制型の管理方法は、組織において業者から消費者を通してみても、最善の
効果を得るための体制ではないかもしれません。チームの能力を最大限引き出すため
には、適応能力の高い、アジャイルな文化の構築が必要だと考えます。

優れたソフトウェア開発ライフサイクル（SDLC）は、ウォーターフォール型やアジャイ
ル型といった特定の手法の使用を開発者に強要しません。代わりに、各プロジェクト
のガイドラインの範囲内で実践手法を決める裁量をプロジェクトチームに与えます。
その決定後、プロジェクトチームは本番環境への展開までそのプロセスに従います。

選択肢を持つ利点選択肢を持つ利点
権限を付与するということは、組織内のあらゆるレベルの人がそれぞれの意志決定
の範囲を広げ、その人が持つリソース、才能、及びスキルを最大限活用できるように
することです。権限の付与はより優れたイノベーション、創造力、コミットメント、及
びモチベーションに繋がります。また、どの開発手法を追及するのかをチームで決定
できることで、そのメンバー間のまとまりが向上する可能性も高くなります。

ただし、何の制約も無しに権限を付与することはできません。ここでの制約とは、選
択肢を少数の好ましいものに制限することです。これにより、自分で調べたものの中
から自由に選べるようにした場合にチーム内に生じる可能性のある混乱を抑制する
ことができます。これらの小数の選択肢については、管理を通じ、会社のIT戦略に最
も即したものを選びます。

自律的なチームの最大のメリットは、最小の労力と最短の時間で最大の価値を生み
出すために、他者の力を借りようとするモチベーションとインセンティブが働くとい
うことです。この思考によって、最も生産的に意見の一致を得ることができます。

つまり、組織を先導する管理側と、実施方法を自らコントロールする裁量を与えられ
たプロジェクトチームとの間のバランスを慎重に取ることが非常に重要となります。

2

2828



29

全部署における「CXファースト」思考の浸透 全部署における「CXファースト」思考の浸透 
そして最後に、取り組みを組織内に広く浸透させましょう。マインドセットの変化を
実感するには、取り組みを組織全体に伝える必要があります。技術運用、変化管理、
セキュリティ、カスタマーサポート、財務、及び人事といった部署に対し、顧客に価値
を届けるフローを改善するために各自ができることは何なのか考えてもらいましょ
う。その上で部署会議を開き、リードタイム短縮とより高品質なプロダクトの提供の
実現に向けて実行可能なステップを決定しましょう。

通常、これを行うためには各部署が“シフトレフト”するか、もしくはソフトウェア開発
プロセスの早い段階でテストが行われるよう、プロセスの後半に登場する品質ゲー
トではなく、仕様とパイプラインにフォーカスする必要があります。また多くの場合、
各部署が組織内の他のチームに対して高品質のプロダクトとサービスを提供する必
要もあります。

成功例から学ぶ成功例から学ぶ
変化は組織の内側からのみ生じるものですが、外部の成功例を参考にすることも
できます。例えば、取引先がデジタル変革で先を行っているとしたら、あなたの進化
を助けることがその取引先にとってもメリットになります。外部の成功者からのスキ
ル、知識、企業文化、及び経験の移転は貴重です。学ぶチャンスは可能な限り活用し
ましょう。実際に成功したという証は、組織内でまだ説得が必要な部署等に対して最
も効果的な説得ツールとなり得ます。

3
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共に、より強く共に、より強く
Worldpayでは、世界トップレベルの企業とのパートナー
シップによるサポート、当社エキスパートによる取り組み
を通した継続的なデジタル変革を実現しています。これ
らに支えられ、より優れた決済の未来に向けたサービス
の提供に邁進していきます。

私たちはお客様と共に、今日の消費者の皆様に決済の未
来を届けています。

共に取り組み、学び、そして適応共に取り組み、学び、そして適応
することで、私たちは変化し続けすることで、私たちは変化し続け
る消費者需要に対応し続ける推る消費者需要に対応し続ける推
進力を得ることができます。そし進力を得ることができます。そし
て世界の決済手段を前進させ続て世界の決済手段を前進させ続
けることができるのです。けることができるのです。
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一流の一流の
変化への適応力変化への適応力  
お客様のビジネスを後押しする
Worldpayのテクノロジーへのアクセス
はこちらからfisglobal.com

Worldpay from FISについてについて 
 
Worldpay from FIS（NYSE: FIS）は、世界中のマーチャント、銀行、資本
市場に向けたグローバルコマースを推進する大手フィンテックカンパニーで
す。20,000を超えるクライアントの年間750億件、9兆ドルに上る取引を
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